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静岡県富士川河口のキョクアジサシ
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はじめに

キョクアジサシ.Sremapa”乱A９面“は,ユーラシア大陸北部,イギリス,アイルランド,アイスランド，

北米大陸北部ならびにグリーンランド等で繁殖し,南極圏で非繁殖期をすごす,最長の距離を渡る

烏である.地域別亜種には分けられていない．日本では,これまで茨城県，千葉県,神奈川県で，

キョクアジサシと思われる個体が観察されているものの(真木ほか2000,桐原ほか2000)，論文とし

て公表されていないために，日本鳥類目録第６版(日本烏学会2000)には掲載されていない.キョ

クアジサシは,識別上の類似種であるアジサシの基亜械丘力”"｡ｂ力”"｡ｂや,ベニアジサシａ

ｄｂＩ唖伽との識別は,場合によっては野外観察だけでは難しい.2003年６月，静岡県富士市,徹士

川河口東岸にてキョクアジサシと思われる個体を保謹したが,後に死亡した.本個体の外見上の特

徴と測定結果をここに報告する．

観察地および経過報告

闘士川(流域面積3,990km2)は,３，０００，級の南アルプス鋸岳山塊をはじめとする高峰に源を発し

急勾配で流下する日本三大急流の１つであり,流域内には土砂を供給する大規模崩壊が多く分布

する．山間の中流部から河口へと推移する東海道型河川で,下流部が少なく,干潟が形成されにく

い.駿河湾に注ぐ日本一広い河口には,運ばれてくる土砂の堆積が砂浜,砂洲を形成している.河

口東岸は,河口部が砂洲に一部閉塞され，締水域が形成され,潮位の差により静水の水位が変化

し，干潮時には砂地や石が出現する．

６月８日午前７時,富士川河口東岸(３５．７，１０，，Ｎ，138.38'30,'E)の静水域内の中洲にてI職と脚

の赤いアジサシ類が１羽観察された(篠原和正氏私信)．その後，１１時30分に再度,鈴木紀雄,鈴

木康子，小泉金次により同特徴を持つアジサシ類が観察された.崎全体が赤く，赤く短い脚は周囲

2003年１０月１３日受理
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本論文のカラー写真をhttp://www､wbsj､org/nature/dalabase/strix/22/sasaki､ｈｔｍｌでみる

ことができます．
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にいたアジサシＳ力./b"g】iDcﾉ"7店やアカアシアジサシＳ力./刀伽ﾉss“sなに比べ顕蒋に短かく,尼羽

は初列風切の翼端より少し長いか|司程度,翼を上げた際の翼下面全面がr:1く,かつ初列風切の後

縁に境界が明瞭な細く黒い縁取りがあった亨などから,キョクアジサシと考えられた(図ｌ)．この個

体と同様の特徴を持つアジサシ類１個体が,６月９日から１３日のあいだ，日に数回洋'二から飛来し，

河口東岸の静水域に降りているのが観察されたが,魚を吐き出したり,恢度に羽をふくらませるな

ど,疲れた感じにみえた.６月1.1日，１６時頃,同様の特徴を持つアジサシ類１個体が降雨中に飛

来,極度の哀弱状態で川に渡かつた.１７時頃にハシボソガラスＣＯﾉ．wﾉＳＣＯ/℃"ｅが襲い,左目と苛Ll』

ならびに左翼の根元に傷をおわせた.ハシボソカラスは,この個体をくわえて飛び立ったものの，

数ｍ飛んだ後に取り落とし,飛び去った.保謹された個体に,保温ならびに補液,壁白食の経口投

与を行なったが,１５日午前３時に死亡した.死体は,死後硬演のあいだに冷凍された.６月２１日に

解凍,乾燥後,各部の測定ならびに撮影を行なった.死体は同日のうちに財団法人山階鳥類研究

所へ輸送され,標本として保存された．

こぎ典＝一手,蕊･‘

図１．制聞県富士川河口で６月８日に観察された個体．

Fig.１．１､hebirdobservedatLheFujiRivcI､centralJapanon8June,2003‘

結果および考察

死体の特徴は,先端まで濃い赤色の職,黒い頭部,黒い頭部と職の間の白色部はほとんどなく，

頬は白く,脚は短く赤く,赤い水かきがあった.初列風切上面の灰色味は濃淡の差はなく－･様で，

初列最外羽(P1)の外弁が黒く,尾は長い燕尾で白く,外側の２枚の羽の外縁のみに黒色部があ

り，体上面の灰色部は,腰の白色部と明瞭な境界があった(図２)．体下面の薄い灰色部は,脚付

近に不明瞭な境界があり下尾筒の白色部と接していた.翼下面は全面白く，ＰｌからP6までの初列

風切の縁に狭い黒色部があった(図３)．翼下面の光透過による半透明域は,風切全体にわたって



図３．保謹後死亡したキョクアジ･ﾘｰｼのド伽
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図２．保謹後死亡したキョクアジサシの上面・

FiR，２．Upper恩idcol､ＬｈｅｄｅａｄＡ1℃ｔｉｃＴｅｍ．

表１．赫岡県富士川河ｎで保護されたキョクアジサシの計測値．
Table１．Measuremen[ｓｏｆｅａｃｈｐａｒＬｏｆｂｏｄｖｏｒＩｈｅｂｉｒｄｉＩ１ｔhisarliclG･

いた.これらの外兇上の特長は,キョクアジサシ成鳥における繁殖期羽の記城と一致した(Crampel

a1.1985,Kaulinanl990，ＯＩｓｅＩ１＆Larssonl995)．

木個体各部の測定値を表ｌに示す.また,一部の測定箇所については，日本でみられる頬似種

ならびにKauIinan(1990)による類似する中型アジサシ極の測定値と比較した(表２)．本個体の際

立った特徴である,短いふしよ(tarsus)15.1ｍｍは,アジサシ,ベニアジサシならびにメリケンアジサ

各部の名称Eachpartofbody
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アジサシ,基亜種風力取加｡b力加"7ｄｂ
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表２．静岡県富士川河口で保謹されたキョクアジサシと近縁のアジサシ類の計測値との比較．

Table２．SizedataorthebirdinthisarLiclecomparedwithseveralsimilarSrα”spp．
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シｓﾉb応〔eﾉの,より長いふしょとは明らかに異なり,この箇所の測定値は,本個体をキョクアジサシ

と識別する上で重要であった.加えて,本個体の全頭長(bill+head)69.5ｍｍはアジサシ＆カノ71["7ｄｂ

よりも短かく,尾長短差((b１，k)１００ｍｍはアジサシよりも長いことから,アジサシとの判別が可能であっ

た．

また,本個体の短く,オレンジ味のない全体に濃い赤色の職は,キョクアジサシ成鳥繁殖期羽の

特徴で,全体が黒いアジサシ亜諏アジサシａ力./bﾉ191ﾘﾜe"雄,先端部に黒色部を有するアジサシ基

亜種ｓ力.力加"7.ｂならびにベニアジサシとは異なった.ただし,ベニアジサシは繁殖期の抱卵,給

餌期に職の先端まで赤くなる個体がいるが(O1senl995,桐原ほか2000)，初列風切上面色調に濃

淡がないという点でも本個体はベニアジサシとは異り,キョクアジサシの特徴を有していた.一般に，

キョクアジサシにおける初列風切羽の換羽は,非繁殖期に１回だけ全ての羽に対して起こるのに対

し,ベニアジサシでは,内側の４から６枚が北半球における春にも換羽する.アジサシ類の初列風

8０－１３６
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切羽に付藩しているブルーム(bloom)と呼ばれる白粉が,換羽後時間の経過とともに剥げ落ちるた

め,羽の地の暗色が現れ色調が濃くなる．したがって,夏のベニアジサシの初列風切は,春に換羽

した内側の羽の色が淡色となり,冬に換羽した外側の羽が濃いという濃淡の差が生じる(Kaufman

l990)．本個体の風切上面の色の濃淡は一様で,風切羽根の換羽が一斉に行なわれたことを示唆

し,キョクアジサシのこの時期の特徴と一致した.翼下面の初列風切縁取りの狭い黒色部の形もベ

ニアジサシとは異なり,キョクアジサシの特徴と一致した．

以上,外見観察ならびに各部の測定値から,本個体は,キョクアジサシ成鳥であると識別された．

キョクアジサシとアジサシの新たな識別法として,全頭長(head+bill)がアジサシの方が大きいこと，

初列最外羽に由来するouterwinglength(初列最外羽先端から,手根骨関節までの長さ)がアジサ

シの方が短いこと,あるいは手根骨関節における翼幅(wingbreadth)がアジサシの方が広いことが

提案されている(Craikl998)．本個体の全頭長もアジサシの範囲より短かく,Craikの提案を支持す

るものであったが,outerwinglengthは測定せず,今後のアジサシ類における新しい測定箇所を検

討課題として残した．
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ArcticTernatthemouthoftheFujiriverinShizuoka

YukoSasakil,HideakiNakano2,ToshioNakane3,KinjiKoizumi･'＆TsutomuFutagi5

1.2-18-13-407,Minamicyo,KokubunjiCity,Tokyo,185-0021

2524-8,Koizumi,FujinomiyaCity,Shizuokn,418-0022

3.3-1-11,Fujimidai,FujiCity,Shizuoka,417-0851

４．４４－４０８，Hanzaemon-shinden,Shimizu,Shizuoka，424-0056

５．１２－１６，Sannoudai,NumazuCity,Shizuoka,410-0035

TheArcticTernSre"7ａｐａ迩口Iigaeaisacosmopolitanspeciesthatbreedsinthehigh

latitudesoftheNorthernhemisphere，suchaslreland，lceland，AlaskaandGreenland，and

thenmigratestoAntarcticaduringthenon-breedingseason・AlthoughtheArcticTernhas

previouslybeenreportedinJapan，、oofficialrecordhasbeenacceptedbytheOSJibr

inclusionintheCheck-listofJapanesebirds・InJune2003,amedium-sizedtemwithablack

cap,coral-redbil1andveryshortredIegswasobservedatthemouthoftheFujiRiverin

Shizuoka・Sincethisbirdhadbeenweakenedbycrowattacks，ｗｅｔｏｏｋｔｈｉｓｂｉrdintocare，

butunlbrtunatelyitlaterdied、ThedeadbirdhadfbaturestypicalofanadultArcticTemin

breedingplｕｍａｇｅｓｕｃｈａｓａｃｏｒａｌｒｅｄｂｉｌｌ，theuniIbrmgreycoloroftheupper-sideofthe

wing，withasharpandnarrowblacktrailiｎｇｅｄｇｅｔｏｔｈｅｏｕｔｅｒ６－７ｐｒｉｍａｒｉｅｓ，andblue-grey

underparts，Ｔｈｅｍｅasurementsofthisbirdshowthatithadaveryshorttarsusofonly

１５．１ｍｍ，Thisshorttarsus，indicateｄｔｈａｔｔｈｉｓｂｉｒｄｗａｓａｎＡｒｃｔｉｃＴｅｍｒａｔｈｅｒｔｈａｎＧｉｔｈｅｒ

ＣｏｍｍｏｎＴｅｍＳカルｒｗ１ｄｂｏｒＲｏｓｅａｔｅＴｅｒｎＳｄｂＩ４ｇ箇伽whosetarsiareconsistentlylonger・

ThisconstitutestheiirstreportoｆａｎＡｒｃｔｉｃＴｅｍｉｎＪａｐａｎｗｉｔｈｒｅcordedbody

measurements．

ﾉ〈aywoJ･ぬｆＡﾉ℃"ｂ７１ｅｍ,助吃りＯｋａ,Sternaparadisaea


